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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいて端末が非周期的サウンディング参照信号（ＳＲＳ）を転送す
る方法であって、
　前記方法は、
　基地局からダウンリンク制御情報を受信することと、
　前記ダウンリンク制御御情報に含まれたＤＣＩ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）フォーマットのＣＩＦ（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏ
ｎ　Ｆｉｅｌｄ）情報を確認することと、
　前記ＣＩＦ情報に基づいて前記非周期的ＳＲＳを前記基地局に転送することと
　を含み、
　前記ＣＩＦ情報は、前記端末が前記基地局にアップリンクデータを転送するためのアッ
プリンクコンポーネント搬送波のインデックスに関する情報を含み、
　前記ＣＩＦ情報は、前記非周期的ＳＲＳのトリガリングメッセージを含み、
　前記アップリンクコンポーネント搬送波のインデックスに関する情報と前記非周期的Ｓ
ＲＳのトリガリングメッセージとは、結合コーディングされる、方法。
【請求項２】
　前記非周期的ＳＲＳのトリガリングメッセージは、前記ＣＩＦ情報の最上位ビット（Ｍ
ＳＢ）または最下位ビット（ＬＳＢ）で表現される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記アップリンクコンポーネント搬送波の個数は、３であり、
　前記ＣＩＦ情報のサイズは、３ビットである、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　無線通信システムにおける端末であって、
　前記端末は、
　基地局からダウンリンク制御情報を受信するように構成された受信モジュールと、
　前記ダウンリンク制御情報に含まれたＤＣＩ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）フォーマットのＣＩＦ（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ
　Ｆｉｅｌｄ）情報を確認するように構成されたプロセッサと、
　前記ＣＩＦ情報に基づいて非周期的ＳＲＳを前記基地局に転送するように構成された送
信モジュールと
　を備え、
　前記ＣＩＦ情報は、前記端末が前記基地局にアップリンクデータを転送するためのアッ
プリンクコンポーネント搬送波のインデックスに関する情報を含み、
　前記ＣＩＦ情報は、前記非周期的ＳＲＳのトリガリングメッセージを含み、
　前記アップリンクコンポーネント搬送波のインデックスに関する情報と前記非周期的Ｓ
ＲＳのトリガリングメッセージとは、結合コーディングされる、端末。
【請求項５】
　前記非周期的ＳＲＳのトリガリングメッセージは、前記ＣＩＦ情報の最上位ビット（Ｍ
ＳＢ）または最下位ビット（ＬＳＢ）で表現される、請求項４に記載の端末。
【請求項６】
　前記アップリンクコンポーネント搬送波の個数は、３であり、
　前記ＣＩＦ情報のサイズは、３ビットである、請求項４に記載の端末。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムに係り、特に、無線通信システムにおいて端末が非周期的
サウンディング参照信号を基地局に送信する方法及びそのための装置に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　本発明の適用されうる無線通信システムの一例として、３ＧＰＰ　ＬＴＥ（３ｒｄ　Ｇ
ｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　
Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ；以下、「ＬＴＥ」という。）通信システムについて概略的に説明す
る。
【０００３】
　図１は、無線通信システムの一例として、Ｅ－ＵＭＴＳネットワーク構造を概略的に示
す図である。Ｅ－ＵＭＴＳ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅ
ｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）は、既存ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓ
ａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）から進展
したシステムで、現在、３ＧＰＰで基礎的な標準化作業が進行中である。一般に、Ｅ－Ｕ
ＭＴＳは、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）システムと呼ぶこともで
きる。ＵＭＴＳ及びＥ－ＵＭＴＳの技術規格（ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａ
ｔｉｏｎ）の詳細な内容はそれぞれ、「３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒ
ｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ；Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｇｒｏ
ｕｐ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ」のＲｅｌｅａｓｅ　７及びＲｅｌｅ
ａｓｅ　８を参照すればよい。
【０００４】
　図１を参照すると、Ｅ－ＵＭＴＳは、端末（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ；ＵＥ）１
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２０、基地局（ｅＮｏｄｅ　Ｂ；ｅＮＢ）１１０ａ及び１１０ｂ、及びネットワーク（Ｅ
－ＵＴＲＡＮ）の末端に位置して外部ネットワークと接続する接続ゲートウェイ（Ａｃｃ
ｅｓｓ　Ｇａｔｅｗａｙ；ＡＧ）を含む。基地局は、ブロードキャストサービス、マルチ
キャストサービス及び／またはユニキャストサービスのために多重データストリームを同
時に転送することができる。
【０００５】
　一つの基地局には一つ以上のセルが存在する。セルは、１．２５、２．５、５、１０、
１５、２０ＭＨｚなどの帯域幅のいずれか一つに設定され、多数の端末にダウンリンクま
たはアップリンク転送サービスを提供する。互いに異なるセルは、互いに異なる帯域幅を
提供するように設定することができる。基地局は、多数の端末へのデータ送受信を制御す
る。ダウンリンク（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ；ＤＬ）データについて、基地局は、ダウンリンク
スケジューリング情報を転送し、該当の端末にデータの転送される時間／周波数領域、符
号化、データサイズ、ＨＡＲＱ（Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　ａ
ｎｄ　ｒｅＱｕｅｓｔ）関連情報などを知らせる。また、アップリンク（Ｕｐｌｉｎｋ；
ＵＬ）データについて、基地局は、アップリンクスケジューリング情報を該当の端末に転
送し、該当の端末が使用可能な時間／周波数領域、符号化、データサイズ、ＨＡＲＱ関連
情報などを知らせる。基地局の間には、ユーザトラフィックまたは制御トラフィック転送
のためのインターフェースを用いることができる。コアネットワーク（Ｃｏｒｅ　Ｎｅｔ
ｗｏｒｋ；ＣＮ）は、ＡＧ、及び端末のユーザ登録などのためのネットワークノードなど
で構成することができる。ＡＧは、複数のセルで構成されるＴＡ（Ｔｒａｃｋｉｎｇ　Ａ
ｒｅａ）単位に端末の移動性を管理する。
【０００６】
　無線通信技術は、ＷＣＤＭＡに基づいてＬＴＥまで開発されてきたが、ユーザと事業者
の要求及び期待は増加する一方である。また、他の無線接続技術の開発も相次いでいるた
め、将来、競争力を持つためには新しい技術進化が要求される。ビット当たりのコストの
低減、サービス可用性の増大、融通性ある周波数バンドの使用、単純構造と開放型インタ
ーフェース、端末の適切なパワー消耗などが要求される。
【０００７】
　近年、３ＧＰＰは、ＬＴＥの後続技術に対する標準化作業を進行している。この技術を
、本明細書では「ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ」または「ＬＴＥ－Ａ」と称する。ＬＴＥシ
ステムとＬＴＥ－Ａシステムとの主な相違点の一つは、システム帯域幅である。ＬＴＥ－
Ａシステムは、最大１００ＭＨｚの広帯域を支援することを目指しており、そのために、
複数の周波数ブロックを用いて広帯域を達成する搬送波集約（ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒ
ｅｇａｔｉｏｎまたはｂａｎｄｗｉｄｔｈ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）技術を用いるよう
になっている。搬送波集約は、より広い周波数帯域を用いるために複数の周波数ブロック
を一つの大きな論理周波数帯域として用いるようにする。各周波数ブロックの帯域幅は、
ＬＴＥシステムで用いられるシステムブロックの帯域幅に基づいて定義されるとよい。そ
れぞれの周波数ブロックは、コンポーネント搬送波を通じて転送される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、無線通信システムにおいて端末が基地局へ非周期的サウンディング参
照信号を送信する方法及びそのための装置を提供することにある。
【０００９】
　本発明が達成しようとする技術的課題は、上記の技術的課題に制限されず、言及してい
ない他の技術的課題は、下の記載から、本発明の属する技術の分野における通常の知識を
有する者には明確に理解されるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の一様相である、無線通信システムにおいて端末が非周期的サウンディング参照
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信号を転送する方法は、基地局からダウンリンク制御チャネルを受信すること、前記ダウ
ンリンク制御チャネルに含まれたＤＣＩ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏ
ｒｍａｔｉｏｎ）フォーマットのＣＩＦ（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｆｉ
ｅｌｄ）情報を確認すること、及び前記ＣＩＦ情報に基づいて非周期的サウンディング参
照信号を前記基地局に転送すること、を含み、前記ＣＩＦ情報は、前記非周期的サウンデ
ィング参照信号のトリガリングメッセージを含むことを特徴とする。
【００１１】
　一方、本発明の他の様相である端末装置は、基地局からダウンリンク制御チャネルを受
信する受信モジュールと、前記ダウンリンク制御チャネルに含まれたＤＣＩ（Ｄｏｗｎｌ
ｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）フォーマットのＣＩＦ（Ｃａｒｒｉ
ｅｒ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｆｉｅｌｄ）情報を確認するプロセッサと、前記ＣＩＦ情
報に基づいて非周期的サウンディング参照信号を前記基地局に転送する送信モジュールと
、を備え、前記ＣＩＦ情報は、前記非周期的サウンディング参照信号のトリガリングメッ
セージを含むことを特徴とする。
【００１２】
　ここで、前記ＣＩＦ情報は、前記端末が前記基地局にアップリンクデータを転送するた
めのアップリンクコンポーネント搬送波のインデックスに関する情報を含み、前記アップ
リンク搬送波インデックスに関する情報と前記非周期的サウンディング参照信号のトリガ
リングメッセージとは、結合コーディング（ｊｏｉｎｔ　ｃｏｄｉｎｇ）されることを特
徴とする。また、前記アップリンクコンポーネント搬送波の個数は３個であり、前記ＣＩ
Ｆ情報のサイズは３ビットであることを特徴とする。
【００１３】
　好ましくは、前記非周期的サウンディング参照信号のトリガリングメッセージは、前記
ＣＩＦ情報の最上位ビットまたは最下位ビットで表現されることを特徴とする。
　本明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　無線通信システムにおいて端末が非周期的サウンディング参照信号を転送する方法であ
って、
　基地局からダウンリンク制御チャネルを受信し、
　前記ダウンリンク制御チャネルに含まれたＤＣＩ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ
　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）フォーマットのＣＩＦ（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｉｎｄｉｃａｔｉ
ｏｎ　Ｆｉｅｌｄ）情報を確認し、
　前記ＣＩＦ情報に基づいて非周期的サウンディング参照信号を前記基地局に転送するこ
と、
を含み、
　前記ＣＩＦ情報は、前記非周期的サウンディング参照信号のトリガリングメッセージを
含むことを特徴とする、非周期的サウンディング参照信号の転送方法。
（項目２）
　前記ＣＩＦ情報は、前記端末が前記基地局にアップリンクデータを転送するためのアッ
プリンクコンポーネント搬送波のインデックスに関する情報を含む、項目１に記載の非周
期的サウンディング参照信号の転送方法。
（項目３）
　前記アップリンク搬送波インデックスに関する情報と前記非周期的サウンディング参照
信号のトリガリングメッセージとは、結合コーディング（ｊｏｉｎｔ　ｃｏｄｉｎｇ）さ
れることを特徴とする、項目２に記載の非周期的サウンディング参照信号の転送方法。
（項目４）
　前記非周期的サウンディング参照信号のトリガリングメッセージは、前記ＣＩＦ情報の
最上位ビットまたは最下位ビットで表現されることを特徴とする、項目１に記載の非周期
的サウンディング参照信号の転送方法。
（項目５）
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　前記アップリンクコンポーネント搬送波の個数は、３個であり、
　前記ＣＩＦ情報のサイズは、３ビットであることを特徴とする、項目２に記載の非周期
的サウンディング参照信号の転送方法。
（項目６）
　無線通信システムにおける端末装置であって、
　基地局からダウンリンク制御チャネルを受信する受信モジュールと、
　前記ダウンリンク制御チャネルに含まれたＤＣＩ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ
　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）フォーマットのＣＩＦ（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｉｎｄｉｃａｔｉ
ｏｎ　Ｆｉｅｌｄ）情報を確認するプロセッサと、
　前記ＣＩＦ情報に基づいて非周期的サウンディング参照信号を前記基地局に転送する送
信モジュールと、
を備え、
　前記ＣＩＦ情報は、前記非周期的サウンディング参照信号のトリガリングメッセージを
含むことを特徴とする、端末装置。
（項目７）
　前記ＣＩＦ情報は、前記端末が前記基地局にアップリンクデータを転送するためのアッ
プリンクコンポーネント搬送波のインデックスに関する情報を含む、項目６に記載の端末
装置。
（項目８）
　前記アップリンク搬送波インデックスに関する情報と前記非周期的サウンディング参照
信号のトリガリングメッセージとは、結合コーディング（ｊｏｉｎｔ　ｃｏｄｉｎｇ）さ
れることを特徴とする、項目７に記載の端末装置。
（項目９）
　前記非周期的サウンディング参照信号のトリガリングメッセージは、前記ＣＩＦ情報の
最上位ビットまたは最下位ビットで表現されることを特徴とする、項目６に記載の端末装
置。
（項目１０）
　前記アップリンクコンポーネント搬送波の個数は、３個であり、
　前記ＣＩＦ情報のサイズは、３ビットであることを特徴とする、項目７に記載の端末装
置。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の実施例によれば、無線通信システムにおいて端末が基地局へ非周期的サウンデ
ィング参照信号を效果的に送信することができる。
【００１５】
　本発明で得られる効果は、以上で言及した効果に制限されず、言及していない他の効果
は、下の記載から、本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する者には明確に
理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】無線通信システムの一例としてＥ－ＵＭＴＳネットワーク構造を概略的に示す図
である。
【図２】３ＧＰＰ無線接続ネットワーク規格に基づく端末とＥ－ＵＴＲＡＮとの間の無線
インターフェースプロトコル（Ｒａｄｉｏ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）の
制御プレーン（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｌａｎｅ）及びユーザプレーン（Ｕｓｅｒ　Ｐｌａｎ
ｅ）の構造を示す図である。
【図３】３ＧＰＰシステムに用いられる物理チャネル及びこれらチャネルを用いる一般的
な信号転送方法を説明するための図である。
【図４】ＬＴＥシステムで用いられる無線フレームの構造を例示する図である。
【図５】ＬＴＥシステムで用いられるアップリンクサブフレームの構造を示す図である。
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【図６】本発明の一実施例に係る通信送受信器のブロック構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、添付の図面を参照して説明された本発明の実施例から、本発明の構成、作用及び
他の特徴が容易に理解されるであろう。以下に説明される実施例は、本発明の技術的特徴
が３ＧＰＰシステムに適用された例とする。
【００１８】
　以下、システム帯域が単一周波数ブロックを用いるシステムをレガシーシステム（ｌｅ
ｇａｃｙ　ｓｙｓｔｅｍ）または狭帯域システム（ｎａｒｒｏｗｂａｎｄ　ｓｙｓｔｅｍ
）と呼ぶ。これに対応して、システム帯域が複数の周波数ブロックを含み、少なくとも一
つの周波数ブロックをレガシーシステムのシステムブロックとして用いるシステムを、進
展したシステム（ｅｖｏｌｖｅｄ　ｓｙｓｔｅｍ）または広帯域システム（ｗｉｄｅｂａ
ｎｄ　ｓｙｓｔｅｍ）と呼ぶ。レガシーシステムブロックに用いられる周波数ブロックは
、レガシーシステムのシステムブロックと同じサイズを有する。一方、残り周波数ブロッ
クのサイズは特に制限されないが、システム単純化のために、これら残り周波数ブロック
のサイズも、レガシーシステムのシステムブロックサイズに基づいて決定することができ
る。一例として、３ＧＰＰ　ＬＴＥシステムと３ＧＰＰ　ＬＴＥ－Ａシステムとの関係は
、レガシーシステムと進展したシステムとの関係である。
【００１９】
　上記の定義に基づき、本明細書で３ＧＰＰ　ＬＴＥシステムをＬＴＥシステムまたはレ
ガシーシステムと呼ぶ。また、ＬＴＥシステムを支援する端末をＬＴＥ端末またはレガシ
ー端末と呼ぶ。これに対応して、３ＧＰＰ　ＬＴＥ－ＡシステムをＬＴＥ－Ａシステムま
たは進展したシステムと呼ぶ。また、ＬＴＥ－Ａシステムを支援する端末をＬＴＥ－Ａ端
末または進展した端末と呼ぶ。
【００２０】
　便宜上、本明細書は、ＬＴＥシステム及びＬＴＥ－Ａシステムを挙げて本発明の実施例
を説明するが、これは例示に過ぎず、本発明の実施例は、上記の定義に該当するいかなる
通信システムに適用されてもよい。また、本明細書は、ＦＤＤ方式を基準にして本発明の
実施例について説明するが、これは例示であり、本発明の実施例は、Ｈ－ＦＤＤ方式また
はＴＤＤ方式にも容易に変形して適用することができる。
【００２１】
　図２は、３ＧＰＰ無線接続ネットワーク規格に基づく端末とＥ－ＵＴＲＡＮとの間にお
ける無線インターフェースプロトコル（Ｒａｄｉｏ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃ
ｏｌ）の制御プレーン（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｌａｎｅ）及びユーザプレーン（Ｕｓｅｒ　
Ｐｌａｎｅ）の構造を示す図である。制御プレーンは、端末（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅ
ｎｔ；ＵＥ）とネットワークが呼を管理するために用いる制御メッセージが転送される通
路のことを意味する。ユーザプレーンは、アプリケーション層で生成されたデータ、例え
ば、音声データまたはインターネットパケットデータなどが転送される通路のことを意味
する。
【００２２】
　第１の層である物理層は、物理チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を用い
て上位層に情報転送サービス（Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｓｅｒｖｉ
ｃｅ）を提供する。物理層は、上位にある媒体接続制御（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　
Ｃｏｎｔｒｏｌ）層とは転送チャネル（Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を通じて
接続している。該転送チャネルを通じて媒体接続制御層と物理層との間にデータが移動す
る。送信側の物理層と受信側の物理層との間には物理チャネルを通じてデータが移動する
。該物理チャネルは時間及び周波数を無線リソースとする。特に、物理チャネルは、ダウ
ンリンクにおいてＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓ
ｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）方式で変調され、アップリンクにおいてＳＣ
－ＦＤＭＡ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　
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Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）方式で変調される。
【００２３】
　第２の層における媒体接続制御（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ；ＭＡ
Ｃ）層は、論理チャネル（Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を通じて上位層である無線
リンク制御（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ；ＲＬＣ）層にサービスを提供する
。第２の層のＲＬＣ層は、信頼性あるデータ転送を支援する。ＲＬＣ層の機能は、ＭＡＣ
内部の機能ブロックにより具現してもよい。第２の層におけるＰＤＣＰ（Ｐａｃｋｅｔ　
Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）層は、帯域幅の狭い無線インタ
ーフェースにおいてＩＰｖ４やＩＰｖ６のようなＩＰパケットを效率的に転送するために
、不必要な制御情報を減らすヘッダー圧縮（Ｈｅａｄｅｒ　Ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｏｎ）機
能を実行する。
【００２４】
　第３の層の最下部に位置している無線リソース制御（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　
Ｃｏｎｔｒｏｌ；ＲＲＣ）層は、制御プレーンでのみ定義される。ＲＲＣ層は、無線ベア
ラ（Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ；ＲＢ）の設定（Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）、再設定
（Ｒｅ－ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）及び解除（Ｒｅｌｅａｓｅ）と関連して論理チャ
ネル、転送チャネル及び物理チャネルの制御を担当する。ＲＢとは、端末とネットワーク
との間におけるデータ伝達のために第２の層により提供されるサービスのことを意味する
。そのために、端末及びネットワークのＲＲＣ層は互いにＲＲＣメッセージを交換する。
端末及びネットワークのＲＲＣ層の間にＲＲＣ接続（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ）があ
る場合に、端末は、ＲＲＣ接続状態（Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ　Ｍｏｄｅ）にあり、そうでな
い場合は、ＲＲＣ休止状態（Ｉｄｌｅ　Ｍｏｄｅ）にあるようになる。ＲＲＣ層の上位に
あるＮＡＳ（Ｎｏｎ－Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ）層は、セッション管理（Ｓｅｓｓ
ｉｏｎ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）と移動性管理（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎ
ｔ）などの機能を担当する。
【００２５】
　基地局（ｅＮＢ）を構成する一つのセルは、１．２５、２．５、５、１０、１５、２０
ＭＨｚなどの帯域幅のいずれか一つに設定され、複数の端末にダウンリンクまたはアップ
リンク転送サービスを提供する。それぞれ異なるセルは、互いに異なる帯域幅を提供する
ように設定することができる。
【００２６】
　ネットワークから端末にデータを転送するダウンリンク転送チャネルは、システム情報
を転送するＢＣＨ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ページングメッセージを転
送するＰＣＨ（Ｐａｇｉｎｇ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ユーザトラフィックや制御メッセージ
を転送するダウンリンクＳＣＨ（Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）などがある。ダウンリ
ンクマルチキャストまたは放送サービスのトラフィックまたは制御メッセージは、ダウン
リンクＳＣＨを通じて転送されてもよく、または、別のダウンリンクＭＣＨ（Ｍｕｌｔｉ
ｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を通じて転送されてもよい。一方、端末からネットワークに
データを転送するアップリンク転送チャネルには、初期制御メッセージを転送するＲＡＣ
Ｈ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ユーザトラフィックや制御メッセ
ージを転送するアップリンクＳＣＨ（Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）がある。転送チャ
ネルの上位にあり、転送チャネルにマッピングされる論理チャネル（Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｃ
ｈａｎｎｅｌ）には、ＢＣＣＨ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ
）、ＰＣＣＨ（Ｐａｇｉｎｇ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＣＣＣＨ（Ｃｏｍｍ
ｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＭＣＣＨ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｃｏｎｔｒ
ｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＭＴＣＨ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｃｈａｎｎ
ｅｌ）などがある。
【００２７】
　図３は、３ＧＰＰシステムに用いられる物理チャネル及びこれらのチャネルを用いる一
般的な信号転送方法を説明するための図である。
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【００２８】
　端末は、電源がついたり、新しくセルに進入したりした場合、基地局と同期を合わせる
等の初期セル探索（Ｉｎｉｔｉａｌ　ｃｅｌｌ　ｓｅａｒｃｈ）作業を行う（Ｓ３０１）
。そのために、端末は基地局からプライマリ同期チャネル（Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｓｙｎｃｈ
ｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｃｈａｎｎｅｌ；Ｐ－ＳＣＨ）及びセカンダリ同期チャネル（Ｓ
ｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｃｈａｎｎｅｌ；Ｓ－ＳＣＨ）を
受信して基地局と同期を合わせ、セルＩＤなどの情報を獲得することができる。その後、
端末は、基地局から物理放送チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａ
ｎｎｅｌ）を受信して、セル内の放送情報を獲得することができる。一方、端末は、初期
セル探索段階においてダウンリンク参照信号（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　
Ｓｉｇｎａｌ；ＤＬＲＳ）を受信してダウンリンクチャネル状態を確認することができる
。
【００２９】
　初期セル探索を終えた端末は、物理ダウンリンク制御チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄ
ｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＤＣＣＨ）及び該ＰＤＣＣＨに乗
せられた情報に基づいて物理ダウンリンク共有チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌ
ｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＤＳＣＨ）を受信することによって、より
具体的なシステム情報を獲得することができる（Ｓ３０２）。
【００３０】
　一方、基地局に最初に接続したり、信号転送のための無線リソースがない場合に、端末
は、基地局に対してランダムアクセス手順（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｒｏｃｅｄ
ｕｒｅ；ＲＡＣＨ）を行うことができる（段階Ｓ３０３乃至段階Ｓ３０６）。そのために
、端末は、物理ランダムアクセスチャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＲＡＣＨ）を通じて特定シーケンスをプリアンブルとして転送
し（Ｓ３０３及びＳ３０５）、ＰＤＣＣＨ及び対応するＰＤＳＣＨを通じてプリアンブル
に対する応答メッセージを受信することができる（Ｓ３０４及びＳ３０６）。競合ベース
ＲＡＣＨの場合に、衝突解決手順（Ｃｏｎｔｅｎｔｉｏｎ　Ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ　Ｐｒ
ｏｃｅｄｕｒｅ）をさらに行うことができる。
【００３１】
　上述のような手順を行った端末は、以降、一般的なアップリンク／ダウンリンク信号転
送手順として、ＰＤＣＣＨ／ＰＤＳＣＨの受信（Ｓ３０７）、及び物理アップリンク共有
チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＵＳＣ
Ｈ）／物理アップリンク制御チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＵＣＣＨ）の転送（Ｓ３０８）を行うことができる。端末がアッ
プリンクを通じて基地局に転送する、または端末が基地局から受信する制御情報は、ダウ
ンリンク／アップリンクＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号、ＣＱＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔ
ｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＰＭＩ（Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｉｎｄｅｘ）
、ＲＩ（Ｒａｎｋ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）などを含む。３ＧＰＰ　ＬＴＥシステムにおい
て、端末は、上記のＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩなどの制御情報をＰＵＳＣＨ及び／またはＰＵ
ＣＣＨを通じて転送することができる。
【００３２】
　図４は、ＬＴＥシステムで用いられる無線フレームの構造を例示する図である。
【００３３】
　図４を参照すると、無線フレーム（ｒａｄｉｏ　ｆｒａｍｅ）は、１０ｍｓ（３２７２
００・Ｔｓ）の長さを有し、１０個の均等なサイズのサブフレーム（ｓｕｂｆｒａｍｅ）
で構成されている。それぞれのサブフレームは、１ｍｓの長さを有し、２個のスロット（
ｓｌｏｔ）で構成されている。それぞれのスロットは、０．５ｍｓ（１５３６０・Ｔｓ）
の長さを有する。ここで、Ｔｓは、サンプリング時間を表し、Ｔｓ＝１／（１５ｋＨｚ×
２０４８）＝３．２５５２×１０－８（約３３ｎｓ）で表示される。スロットは、時間領
域において複数のＯＦＤＭシンボル或いはＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを含み、周波数領域に
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おいて複数のリソースブロック（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）を含む。ＬＴＥシステ
ムにおいて、一つのリソースブロックは１２個の副搬送波×７（６）個のＯＦＤＭシンボ
ル或いはＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを含む。データが転送される単位時間であるＴＴＩ（Ｔ
ｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｔｉｍｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）は、一つ以上のサブフレーム単
位に定めることができる。上述した無線フレームの構造は例示に過ぎず、無線フレームに
含まれるサブフレームの数、サブフレームに含まれるスロットの数、スロットに含まれる
ＯＦＤＭシンボル或いはＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数は様々に変更可能である。
【００３４】
　図５は、ＬＴＥシステムで用いられるアップリンクサブフレームの構造を示す図である
。
【００３５】
　図５を参照すると、ＬＴＥアップリンク転送の基本単位である１ｍｓ長さのサブフレー
ム５００は、２つの０．５ｍｓスロット５０１で構成される。一般（Ｎｏｒｍａｌ）巡回
プレフィックス（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｐｒｅｆｉｘ、ＣＰ）の長さを仮定すると、各スロット
は、７個のシンボル５０２で構成され、１つのシンボルは１つのＳＣ－ＦＤＭＡシンボル
に対応する。リソースブロック（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）５０３は、周波数領域
で１２個の副搬送波、そして時間領域で１スロットに該当するリソース割当単位である。
ＬＴＥのアップリンクサブフレームの構造は、データ領域５０４と制御領域５０５とに大
別される。ここで、データ領域は、各端末に転送される音声、パケットなどのデータを送
信するのに用いられる一連の通信リソースを意味し、サブフレーム内において制御領域以
外の残りリソースに該当する。制御領域は、各端末からのダウンリンクチャネル品質報告
、ダウンリンク信号に対する受信ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、アップリンクスケジューリング要請
などを送信するのに用いられる一連の通信リソースを意味する。
【００３６】
　図５に示す例のように、１サブフレーム内でサウンディング参照信号が転送されうる領
域５０６は、１サブフレームにおいて時間軸上で最後に位置するＳＣ－ＦＤＭＡシンボル
区間であり、周波数上ではデータ転送帯域を通じて転送される。同じサブフレームの最後
のＳＣ－ＦＤＭＡで転送される複数の端末のサウンディング参照信号は、周波数位置によ
って区別可能である。
【００３７】
　また、サウンディング参照信号は、ＣＡＺＡＣ（Ｃｏｎｓｔａｎｔ　Ａｍｐｌｉｔｕｄ
ｅ　Ｚｅｒｏ　Ａｕｔｏ　Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ）シーケンスで構成され、複数の端末
から転送されたサウンディング参照信号は、下記の式１による互いに異なる巡回シフト（
ｃｙｃｌｉｃ　ｓｈｉｆｔ）値
【００３８】
【化１】

を有するＣＡＺＡＣシーケンス
【００３９】
【化２】

である。
【００４０】
【数１】

　ここで、
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【００４１】
【化３】

は、上位層によって各端末に設定される値で、０乃至７の整数値を有する。そのため、巡
回シフト値は、
【００４２】

【化４】

によって８個の値を有することができる。
【００４３】
　一つのＣＡＺＡＣシーケンスから巡回シフトを通じて発生したＣＡＺＡＣシーケンスは
、それぞれ自身と異なる巡回シフト値を有するシーケンスと零の相関値（ｚｅｒｏ－ｃｏ
ｒｒｅｌａｔｉｏｎ）を有する特性がある。このような特性から、同じ周波数領域のサウ
ンディング参照信号をＣＡＺＡＣシーケンス巡回シフト値によって区別することができる
。各端末のサウンディング参照信号は、基地局で設定するパラメータに基づいて周波数上
に割り当てられる。端末は、アップリンクデータ転送帯域幅全体にわたってサウンディン
グ参照信号を転送できるように、サウンディング参照信号の周波数跳躍を行う。
【００４４】
　以下では、ＬＴＥシステムでサウンディング参照信号を送信するための物理リソースを
マッピングする具体的な方法について説明する。
【００４５】
　サウンディング参照信号シーケンス
【００４６】
【化５】

は、まず、端末の送信電力を満たすために振幅スケーリング因子
【００４７】
【化６】

がかけられた後、インデックスが
【００４８】
【化７】

であるリソース要素（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｅｌｅｍｅｎｔ；ＲＥ）に
【００４９】
【化８】

から下記の式２によってマッピングされる。
【００５０】
【数２】
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　ここで、
【００５１】
【化９】

は、サウンディング参照信号の周波数領域開始点を表し、下記の式３のように定義される
。
【００５２】

【数３】

　ただし、
【００５３】

【化１０】

は、周波数位置インデックスを指示する。また、一般的なアップリンクサブフレームのた
めの
【００５４】
【化１１】

は、下記の式４のように定義され、アップリンクパイロットタイムスロット（ＵｐＰＴＳ
）のための
【００５５】
【化１２】

は、下記の式５のように定義される。
【００５６】
【数４】

【００５７】
【数５】

　式４及び式５で、
【００５８】
【化１３】

は、上位層を通じて端末にシグナリングされる転送コム（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＣｏ
ｍｂ）パラメータで、０または１の値を有する。また、
【００５９】
【化１４】
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は、第１のハーフフレーム（ｈａｌｆ　ｆｒａｍｅ）のアップリンクパイロットタイムス
ロットでは０で、第２のハーフフレームのアップリンクパイロットタイムスロットでは０
である。
【００６０】
【化１５】

は、下記の式６のように定義された副搬送波単位で表現されたサウンディング参照信号シ
ーケンスの長さ、すなわち帯域幅である。
【００６１】
【数６】

　式６で、
【００６２】

【化１６】

は、下記の表１乃至表４に示すように、アップリンク帯域幅
【００６３】
【化１７】

に基づいて基地局からシグナリングされる値である。
【００６４】
【化１８】

を獲得するために、０乃至７の整数値であるセル特定パラメータ
【００６５】
【化１９】

、及び０乃至３の整数値である端末特定パラメータ
【００６６】
【化２０】

が必要である。このような
【００６７】
【化２１】

と
【００６８】
【化２２】

の値は上位層から与えられる。
【００６９】
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【表１】

【００７０】
【表２】

【００７１】
【表３】

【００７２】
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【表４】

上述したように、アップリンクデータ転送帯域幅全体でサウンディング参照信号を転送で
きるように、端末は、サウンディング参照信号の周波数跳躍（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｈｏ
ｐｐｉｎｇ）を行うことができ、このような周波数跳躍は、上位層から与えられた０乃至
３の値を有するパラメータ
【００７３】
【化２３】

によって設定される。
【００７４】
　サウンディング参照信号の周波数跳躍が非活性化された場合に、すなわち、
【００７５】
【化２４】

の場合に、周波数位置インデックス
【００７６】
【化２５】

は、下記の式７のように一定の値を有する。ここで、
【００７７】

【化２６】

は、上位層から与えられるパラメータである。
【００７８】
【数７】

　一方、サウンディング参照信号の周波数跳躍が活性化された場合に、すなわち
【００７９】
【化２７】
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【００８０】
【化２８】

は、下記の式８及び式９によって定義される。
【００８１】

【数８】

【００８２】
【数９】

　ここで、
【００８３】
【化２９】

は、サウンディング参照信号を送信した回数を計算するパラメータであり、下記の式１０
による。
【００８４】
【数１０】

　式１０で、
【００８５】
【化３０】

は、サウンディング参照信号の周期であり、
【００８６】
【化３１】

は、サウンディング参照信号のサブフレームオフセットを表す。また、
【００８７】

【化３２】

はスロット番号、
【００８８】
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はフレーム番号を表す。
【００８９】
　端末特定のサウンディング参照信号の周期
【００９０】

【化３４】

とサブフレームオフセット
【００９１】
【化３５】

を設定するための端末特定サウンディング参照信号設定インデックス
【００９２】
【化３６】

は、ＦＤＤとＴＤＤに従ってそれぞれ下記の表５及び表６のように表す。特に、表５はＦ
ＤＤの場合、表６はＴＤＤの場合を表す。
【００９３】

【表５】

【００９４】
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【表６】

　以上で説明した通り、端末は、基地局からＲＲＣシグナリングでパラメータを受信して
、周期的サウンディング参照信号を転送する。これと違い、基地局は、非周期的サウンデ
ィング参照信号の転送を端末に指示し、端末は、当該指示に応じて非周期的サウンディン
グ参照信号を基地局に転送する。
【００９５】
　本発明では、非周期的サウンディング参照信号の転送を端末に指示するための方法とし
て、動的に転送されるＰＤＣＣＨのＤＣＩフォーマット（ＤＣＩ　ｆｏｒｍａｔ　０、Ｌ
ＴＥ－Ａシステムで新しく定義可能なＤＣＩフォーマットあるいはダウンリンクグラント
としてのＤＣＩフォーマット）に含まれたＣＩＦ（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏ
ｎ　Ｆｉｅｌｄ）ビットを用いて、非周期的サウンディング参照信号に対する物理層を通
じた制御シグナリングを転送する方法がある。すなわち、非周期的サウンディング参照信
号転送に対するトリガリングメッセージを３ビットサイズのＣＩＦビットに含める方法で
ある。
【００９６】
　Ｒｅｌ－１０のアップリンクで支援可能なコンポーネント搬送波の個数は３であるから
、３ビットでは８個の状態を定義することができ、これらの状態のうち、アップリンクコ
ンポーネント搬送波を指示するために用いられない状態を用いて、非周期的サウンディン
グ参照信号の転送を指示するメッセージを転送することができる。これについて以下に具
体的に説明する。
【００９７】
　まず、最大３個のアップリンクコンポーネント搬送波を支援するために、アップリンク
コンポーネント搬送波インデックスを指示するための状態情報と非周期的サウンディング
参照信号転送に対するトリガリングメッセージを表現するための状態情報とを結合コーデ
ィング（ｊｏｉｎｔ　ｃｏｄｉｎｇ）してＣＩＦビットに転送する方法を考慮することが
できる。
【００９８】
　すなわち、アップリンクコンポーネント搬送波インデックスを指示するための３つの場
合と非周期的サウンディング参照信号転送に対するトリガリングメッセージを表現するた
めの状態情報について、結合コーディングを用いて６通りの場合の数で表現し、８個の状
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態情報のうち残りの状態情報は、特別なケースを定義するための状態に設定することがで
きる。または、特別なケースも含めて該当する全ての状態情報について、結合コーディン
グを用いて８個の状態を定義する方法も考慮することができる。
【００９９】
　ここでいう特別なケースは、例えば、端末に設定された全てのアップリンクコンポーネ
ント搬送波、あるいは活性化されたアップリンクコンポーネント搬送波の全てを通じて非
周期的サウンディング参照信号の転送をトリガリングするためのメッセージでもよく、ア
ップリンクコンポーネント搬送波に対する指示無しで非周期的サウンディング参照信号の
みの転送のためのトリガリングメッセージでもよく、または、非周期的サウンディング参
照信号のためのパラメータを含んでいることを認知させるためのメッセージでもよい。
【０１００】
　一方、トリガリングメッセージは、該当のコンポーネント搬送波への非周期的サウンデ
ィング参照信号の転送を行うことを指示してもよく、複数のコンポーネント搬送波への非
周期的サウンディング参照信号の転送を行うことを指示してもよい。ここで、複数のコン
ポーネント搬送波を指示するための方法は、暗黙的にあるいは明示的にシグナリングする
ことが可能であり、例えば、連続したコンポーネント搬送波のインデックスをシグナリン
グしたり、または特定コンポーネント搬送波のインデックスに基づいてオフセット値を用
いて複数のコンポーネント搬送波をシグナリングしたりする方法を考慮することができる
。
【０１０１】
　下記の表７は、上述のＣＩＦビットで表現可能な状態情報の一例を表すものである。
【０１０２】
【表７】

　表７で、状態情報インデックス１～３は、非周期的サウンディング参照信号のトリガリ
ングメッセージとこれを転送するためのアップリンクコンポーネント搬送波インデックス
を指示する。また、状態情報インデックス４～６は、非周期的サウンディング参照信号の
トリガリングメッセージ無しでＰＵＳＣＨを転送するためのアップリンクコンポーネント
搬送波インデックスを指示する
　下記の表８は、非周期的サウンディング参照信号のトリガリングの他、非周期的サウン
ディング参照信号の再設定（ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）に関する指示も含み、全
てのアップリンクコンポーネント搬送波への非周期的サウンディング参照信号トリガリン
グメッセージを含めて総８個の状態情報を定義した例である。
【０１０３】



(19) JP 5364849 B2 2013.12.11

10

20

30

【表８】

　ここで、非周期的サウンディング参照信号の再設定は、非周期的サウンディング参照信
号のためのパラメータをＤＣＩフォーマットで指示するという意味であり、ＤＣＩフォー
マットに含まれた情報がアップリンクデータを転送するためのグラントではなく非周期的
サウンディング参照信号転送のためのパラメータであることを指示する。
【０１０４】
　ここで、非周期的サウンディング参照信号転送のためのパラメータは、周期的サウンデ
ィング参照信号のように、全てのセル特定あるいは端末特定のパラメータになりうる。あ
るいは、セル特定パラメータについては、ＲＲＣを通じて設定された周期的サウンディン
グ参照信号のためのパラメータに従うか、または、ＲＲＣを通じて非周期的サウンディン
グ参照信号のためのパラメータを新しく設定するようにし、端末特定のパラメータのみ、
当該ＤＣＩフォーマットに含める方法を考慮することができる。あるいは、特定パラメー
タのみＤＣＩフォーマットに含める方法を考慮することもできる。
【０１０５】
　他の実施例として、下記の表９及び表１０のように、ＣＩＦに割り当てられた３ビット
のうち１ビットは、非周期的サウンディング参照信号の転送有無に対する解析ビットとし
て用い、残りの２ビットを用いてアップリンクコンポーネント搬送波を表現するように設
定する方法を考慮することができる。すなわち、ＣＩＦに割り当てられたビットのうち最
上位ビット（ＭＳＢ）あるいは最下位ビット（ＬＳＢ）を用いて非周期的サウンディング
参照信号転送の有無を指示することができる。
【０１０６】
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【表９】

【０１０７】
【表１０】

　表９及び表１０において、ＭＳＢは、非周期的サウンディング参照信号の転送有無に対
する解析ビットであり、残りの２ビットが０１の場合に、アップリンクコンポーネント搬
送波インデックス０を指示し、１０の場合に、アップリンクコンポーネント搬送波インデ
ックス１を指示し、１１の場合に、アップリンクコンポーネント搬送波インデックス２を
指示することができる。
【０１０８】
　本発明では、アップリンクのために用いられるＤＣＩフォーマット０上でのＣＩＦビッ
トを用いて非周期的サウンディング参照信号に対するトリガリングメッセージを転送する
方法について説明したが、ＤＣＩフォーマット０以外のＤＣＩフォーマットや、ＬＴＥ－
Ａで新しく定義されるＤＣＩフォーマットあるいはダウンリンクのために用いられるＤＣ
Ｉフォーマット上でも適用可能である。
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【０１０９】
　図６には、本発明の一実施例に係る通信送受信器のブロック構成図を例示する。送受信
器は、基地局または端末の一部でよい。
【０１１０】
　図６を参照すると、送受信器６００は、プロセッサ６１０、メモリー６２０、ＲＦモジ
ュール６３０、ディスプレイモジュール６４０及びユーザインターフェースモジュール６
５０を含む。
【０１１１】
　送受信器６００は、説明の便宜のために例示されたもので、一部のモジュールは省かれ
てもよい。或いは、送受信器６００は、必要なモジュールをさらに備えてもよい。また、
送受信器６００において一部のモジュールはさらに細分化したモジュールにしてもよい。
プロセッサ６１０は、図面を参照して例示した本発明の実施例に係る動作を実行するよう
に構成される。
【０１１２】
　具体的に、送受信器６００が基地局の一部の場合に、プロセッサ６１０は、制御信号を
生成して複数の周波数ブロック内に設定された制御チャネルにマッピングする機能を実行
することができる。また、送受信器６００が端末の一部の場合に、プロセッサ６１０は、
複数の周波数ブロックで受信された信号から自身に指示された制御チャネルを確認し、制
御信号を抽出することができる。
【０１１３】
　その後、プロセッサ６１０は、制御信号に基づいて必要な動作を行うことができる。プ
ロセッサ６１０の詳細な動作は、図１乃至図５に記載された内容を参照すればよい。
【０１１４】
　メモリー６２０は、プロセッサ６１０に接続し、オペレーティングシステム、アプリケ
ーション、プログラムコード、データなどを記憶する。ＲＦモジュール６３０は、プロセ
ッサ６１０に接続し、基底帯域信号を無線信号に変換したり、無線信号を基底帯域信号に
変換する機能を果たす。そのために、ＲＦモジュール６３０は、アナログ変換、増幅、フ
ィルタリング及び周波数アップ変換、またはこれらの逆過程を行う。ディスプレイモジュ
ール６４０は、プロセッサ６１０に接続し、様々な情報をディスプレイする。ディスプレ
イモジュール６４０は、これに制限されるものではないが、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒ
ｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）
、ＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）のような周
知の要素を用いることができる。ユーザインターフェースモジュール６５０は、プロセッ
サ６１０に接続し、キーパッド、タッチスクリーンなどのような周知のユーザインターフ
ェースの組み合わせで構成することができる。
【０１１５】
　以上説明してきた実施例は、本発明の構成要素及び特徴を所定形態に結合したものであ
る。各構成要素または特徴は、別の明示的な言及がない限り、選択的なものとして考慮し
なければならない。各構成要素または特徴は、他の構成要素や特徴と結合しない形態で実
施することもでき、一部の構成要素及び／または特徴を結合して本発明の実施例を構成す
ることもできる。本発明の実施例で説明される動作の順序は変更可能である。ある実施例
の一部の構成や特徴は、別の実施例に含まれることもでき、別の実施例の対応する構成ま
たは特徴に代えることもできる。特許請求の範囲において明示的な引用関係を有しない請
求項を結合して実施例を構成したり、出願後の補正により新しい請求項として含めたりす
ることができることは明らかである。
【０１１６】
　本文書で、本発明の実施例は、端末と基地局間のデータ送受信関係を中心に説明された
。本文書で基地局により行われるとした特定動作は、場合によっては、その上位ノード（
ｕｐｐｅｒ　ｎｏｄｅ）により行われてもよい。すなわち、基地局を含む複数のネットワ
ークノード（ｎｅｔｗｏｒｋ　ｎｏｄｅｓ）からなるネットワークにおいて端末との通信
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のために行われる様々な動作は、基地局または基地局以外の別のネットワークノードによ
り行われることは明らかである。基地局は、固定局（ｆｉｘｅｄ　ｓｔａｔｉｏｎ）、Ｎ
ｏｄｅ　Ｂ、ｅＮｏｄｅ　Ｂ（ｅＮＢ）、アクセスポイント（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ
）などの用語に代替可能である。また、端末は、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）
、ＭＳ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、ＭＳＳ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅ
ｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ）などの用語に代替可能である。
【０１１７】
　本発明に係る実施例は、様々な手段、例えば、ハードウェア、ファームウェア（ｆｉｒ
ｍｗａｒｅ）、ソフトウェアまたはそれらの結合などにより具現することができる。ハー
ドウェアによる具現の場合、本発明の一実施例は、一つまたはそれ以上のＡＳＩＣｓ（ａ
ｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔｓ）
、ＤＳＰｓ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｏｒｓ）、ＤＳＰＤｓ（ｄ
ｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｄｅｖｉｃｅｓ）、ＰＬＤｓ（ｐ
ｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｌｏｇｉｃ　ｄｅｖｉｃｅｓ）、ＦＰＧＡｓ（ｆｉｅｌｄ　ｐ
ｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｇａｔｅ　ａｒｒａｙｓ）、プロセッサ、コントローラ、マイ
クロコントローラ、マイクロプロセッサなどにより具現することができる。
【０１１８】
　ファームウェアやソフトウェアによる具現の場合、本発明の一実施例は、以上で説明さ
れた機能または動作を行うモジュール、手順、関数などの形態に具現することができる。
ソフトウェアコードは、メモリユニットに記憶されて、プロセッサにより駆動されるもの
でよい。メモリユニットは、プロセッサの内部または外部に設けられ、既に公知の様々な
手段によりプロセッサとデータを授受することができる。
【０１１９】
　本発明は、本発明の特徴から逸脱しない範囲で別の特定の形態に具体化できるというこ
とは、当業者にとっては自明である。そのため、上記の詳細な説明は、いずれの面におい
ても制限的に解釈してはならず、例示的なものとして考慮しなければならない。本発明の
範囲は、添付の請求項の合理的な解釈により決定すべきであり、本発明の等価的範囲内に
おける変更はいずれも本発明の範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１２０】
　本発明は、無線通信システムに適用可能である。より具体的に、本発明は、周波数集約
手法の適用された無線通信システムにおいて非周期的サウンディング参照信号を送信する
方法及び装置に適用可能である。



(23) JP 5364849 B2 2013.12.11

【図１】



(24) JP 5364849 B2 2013.12.11

【図２】



(25) JP 5364849 B2 2013.12.11

【図３】



(26) JP 5364849 B2 2013.12.11

【図４】

【図５】



(27) JP 5364849 B2 2013.12.11

【図６】



(28) JP 5364849 B2 2013.12.11

10

20

フロントページの続き

(31)優先権主張番号  61/328,649
(32)優先日　　　　  平成22年4月28日(2010.4.28)
(33)優先権主張国　  米国(US)

(72)発明者  ノ，　ミン　ソク
            大韓民国　４３１－０８０　キョンギ－ド，　アニャン－シ，　ドンガン－ク，　ホゲ　１（イル
            ）－ドン，　ナンバー５３３，　エルジー　インスティテュート
(72)発明者  チョン，　ジェ　フン
            大韓民国　４３１－０８０　キョンギ－ド，　アニャン－シ，　ドンガン－ク，　ホゲ　１（イル
            ）－ドン，　ナンバー５３３，　エルジー　インスティテュート
(72)発明者  ムン，　ソン　ホ
            大韓民国　４３１－０８０　キョンギ－ド，　アニャン－シ，　ドンガン－ク，　ホゲ　１（イル
            ）－ドン，　ナンバー５３３，　エルジー　インスティテュート
(72)発明者  ハン，　スン　ヒ
            大韓民国　４３１－０８０　キョンギ－ド，　アニャン－シ，　ドンガン－ク，　ホゲ　１（イル
            ）－ドン，　ナンバー５３３，　エルジー　インスティテュート

    審査官  重田　尚郎

(56)参考文献  特表２０１２－５０３４０６（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２０１０／０３６０５３（ＷＯ，Ａ１）　　
              ＳＲＳ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｉｓｓｕｅｓ　ｉｎ　ＬＴＥ－Ａ，３ＧＰＰ　ＤＲＡＦＴ
              ；　Ｒ１－０９２６７７，３ＧＰＰ　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ１，２００９年　６月２４日，ＵＲ
              Ｌ，http://www.3gpp.org/ftp/tsg_ran/wg1_rl1/TSGR1_57b/Docs/R1-092677.zip

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｗ　　４／００－９９／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

